




第57図 115号墳石室実測図

X=－59,340
Y=－42,880

床面盛土　　 1.明褐色土
2.暗茶褐色砂礫土（砂利多混）
3.黒褐色土
4.暗褐色砂礫土（砂利多混）
5.明茶褐色粘質土
6.灰黄褐色砂質土（礫多混）
7.暗褐色土
8.明茶褐色土
9.暗灰黄褐色土
10.黒褐色土
11.暗灰黄褐色土

平坦面盛土　12.暗灰黄褐色土
13.暗褐色土（～10㎝の礫混）

X=－59,346
Y=－42,880
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236号墳

遺構（第64図・図版15，16）

尾根線より約4.5m下方の南斜面に立地する。左右側壁が残存し、奥壁部幅1.0m、最大幅推定1.2mと

わずかに胴張を呈する。プランの形状から玄室は掘方内に収まっているようで、推定長2.9mと見られ

る。奥壁は板状の石を 3 石縦位に立て並べており、中央のものが突出して大きい。側壁は石材の大き

さは揃っておらず、段毎の境界は直線的でない。石材は平積みをするものが多い。掘方の底には右側

壁に浅い溝状の掘り込みが、奥壁部には土坑状の掘り込みが確認された。

遺物（第65図・図版39）

床面直上では、奥壁直下から杯身（291）が転位で出土している。また埋土中より土師器の平底甕（292）

が出土した。291は猿投産で、口径9.8cmと小さく、尾張系 7～ 8 型式に比定される。292は外面底部に

木葉痕が見られる。

237号墳

遺構（第66図・図版16）

尾根上の緩傾斜部縁辺に立地する。残存状況は悪く、右側壁 1 石が残るのみである。掘方も明瞭で

なく、凹地を利用した構築と見られる。掘方の大きさから幅0.5m程度の小型の石室と推測される。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

238号墳

遺構（第67図・図版16）

尾根線より約1.5m下方の南斜面に立地する。残存状況は悪く、右側壁 2 石が残るのみである。掘方

の大きさから判断すると、最大幅0.7～0.8m程度の石室と見られる。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

239号墳

遺構（第68図・図版16）

尾根線より約2.0m下方の南斜面に立地する。右側壁のみの残存であるが、石の並びが直線的で、掘

方底の「コ」字状の掘り込みから、幅約0.9mの方形の石室と推測される。側壁の並びの一番奥、奥壁

の位置に、小さな石材が直線上に配置されているのを確認でき、側壁の前に奥壁が位置するものであ

ると見られる。主要な石材は小口積をするのが多く、大きさも比較的揃っている。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

240号墳

遺構（第69図・図版16，17）

東に延びる尾根線のほぼ上に立地し、南方向に開口する。傾斜の緩い場所のため、残存状況は比較

的良好であるが、地滑りと思われる影響で玄室が1段下がってしまっている。右側壁には立柱石が残存




